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１．私たちについて（TEA&THINGS)



そもそも福島のお茶ブランド

TEA&THINGSとは？

TEA&THINGSとは地域課題解決のため
2022年に立ち上げたお茶ブランドです（２年目）

聖光学院高校と福島大学の学生
株式会社Kokagaさんとの共同プロジェクト



なんと福島県はゴミの排出量が第2位
その中で特に多いのが野菜や果物

福島県は耕作放棄地面積が全国
第1位農家の減少で年々増加して
いる

food loss 耕作放棄地

きっかけ



県内の農家さんから傷物や規格
外のものを買い取り使用

県内の耕作放棄地で栽培、使用

fruits
herb

ハーブティーの材料



ハーブティーができるまで

畑作業 

収穫

加工

販売



ハーブティーの特徴

素材本来の味が楽しめ、
お年寄りから妊婦さんやお子さんに
も安心して飲める。

無添加
ノンカフェイン



２．今期の活動について
　先輩から引き継いだ活動
　私たちの新しい挑戦



活動概要

定期ミーティング（リモート）
※２週間に１度実施
5月〜8月　　　　　　　　　　
畑の整備、ハーブの苗植え、
ラベンダー収穫、動画作成など
9月〜12月　　　　　　　　　
イベント出店、金山町訪問、
国際交流、新商品開発など



ZOOMによる定期ミーティング



5月〜8月

ハーブの苗植え
耕作放棄地の雑草処理から栽培まで

自分たちの手で　　　　　　　　　
動画撮影



9月〜12月

金山町訪問
炭酸が含まれる日本唯一の

湧水を求めて

新商品開発
福島大学の留学生と協力し

『FUKUSHIMA  FLORA』を開発



３．販路拡大に向けて
　　イベント出店実績



イベント出店実績
7月 福島フェア2023（二子玉川）
9月 One Step Space（飯坂町）
 　　100℃フェス（飯坂町）
 10月あぶくまフェア（福島市）
　   伊達フェス2023（伊達市）
 11月GTFグリーンチャレンジデー（新宿）
 12月スキフェス2023（国見町）
   1月One Step Space（飯坂町）



４．今期取り組んだ新しい活動（１）
　　コンセプト動画制作について



聖光学院OB プロカメマラン 柳沼亘さん

    7月 　コンセプト動画撮影１（伊達市、福島市）
  10月　コンセプト動画撮影２（川内村、郡山市）
  11月　コンセプト動画完成
  12月　海外留学生との意見交換（福島大学）

販路拡大（動画作成）



コンセプト動画



４．今期取り組んだ新しい活動（２）
　　新商品開発



新商品開発①
（ハーブティソーダ）

　　　
　８月　市場調査①（ウィルキンソン使用）
１０月　金山町訪問
１１月　市場調査②（金山町天然炭酸水使用）
１２月　パッケージコンペ開催
　１月　パッケージ決定
　２月　セット販売開始（予定）



軟水で微炭酸により、ハーブの香りとフルーツの味わいを感じる

オール福島の商品をつくりたい

金山町天然炭酸水



デザインコンペ作品一覧



セット販売にした理由
その人の生活にあった様々な飲み方で楽しむ
・ハーブティで楽しむ
・ハーブティソーダで楽しむ
・炭酸水を楽しむ（お酒などで割る）



新商品開発②
（Fukushima Flora）
全４回（10月〜2月）福島大学にて留学生との交流

10月　留学生との交流①（国際交流）　
11月　ゆずの収穫（福島市）
 　　   留学生との交流（フレーバーの調合）
12月　留学生との交流③（フレーバー完成）
           アンケートの実施（国見町）
  2月　留学生との交流④（フレーバーお披露目）



パッケージ写真一覧



新フレーバー名

静心
○FUKUSHIMA FLORA

YUZU NO MORI
SOUR HUG



FUKUSHIMA FLORA（ゆず＆りんご）
パッケージ



５．終わりに
　　福島のレガシーになるために



　未来へ繋ぐ。
福島からFUKUSHIMAへ

今後、福島に残り続け、人に故郷を思い出してもらえるような商品
を目指し、先輩のバトンを受け継ぐ仕組みづくり。

福島からFUKUSHIMAへ。
この商品をきっかけに新しい福島を世界に知ってもらう。



ご清聴ありがとう
ございました。


